
令和６年度 椿小学校研修計画 
 

１ 主題 

研究主題 説明的な文章を通じて表現力を高めていく授業づくり 

教科・領域 国語科・説明的な文章 

 

２ 主題設定の理由 

本校は，鈴鹿市の西部に位置し，児童 105人が在籍する単学級の学校である。本校のある

地域は，三世代家族が多く,昔からの慣習を重んじる傾向にある。そのような環境で育って

いる本校の児童は，全般的に穏やかで素直である。入学時から学級の顔ぶれも変わることな

く,学年が上がっていくことや,新興住宅地がないという地域の特性から,転出入も少ないの

で,子ども同士の関係は比較的安定しており,構内の雰囲気は家庭的であるといえる。 

しかし，本校の児童の学力については，「全国学力・学習状況調査」，「みえスタディ・チ

ェック」の結果の分析，及び授業における児童の学習の見取りから，国語科「読むこと」・

「書くこと」の領域に課題があることが平成 31年度から分かっていた。 

その課題の改善に向けて取り組んできたが，令和４年度の「全国学力・学習状況調査」国

語科の平均正答率が全国平均-６ポイント(本校：59％ 全国：65.9％)の差が見られた。児童

の解答分析で，「読むこと」においては，文章を正しく読んだり問題の意図を理解したりす

ることに課題があると分かってきた。 

「書くこと」においては，自分の考えを文章で構成したり与えられた複数の条件に合わせた

りして書くことに課題があると分かってきた。また，学力の定着に課題がある児童(いわゆ

る CD 層)が 55％と半数を超えていることからも，基礎的基本的な学力を身につけられてい

ないことも分かってきた。 

このような課題を改善するためには，文章の基本を学ぶことができる説明的な文章の学習

を通じて，児童一人ひとりの「表現力」を高めていくことが必要だと考え，令和５年度の研

究主題を「『説明的な文章』を通じた豊かな表現力を育む授業づくり」とした。 

説明的な文章では，「話すこと」「書くこと」における基本的な話型や言い回しが多く用い

られている。児童はこのような基本的な表現方法を獲得していくことで，自分の考えを端的

に，根拠を示しながら相手に分かりやすく表現する力を身につけることができると考えた。

そして，説明的な文章で学んだ表現方法を他教科や学校行事等，様々な場面で活用すること

ができるようになると考えた。 

 令和６年度は，「説明的な文章を通じて表現力を高めていく授業づくり」として，研究主

題の文言や仮説立証の手立てを整理して，さらに研究を推進している過程である。 

 

 



３ 研究内容及び方法 

（１）研究構想図 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研究仮説と具体的な取組 

 

①単元計画・学習活動の充実 

 単元を通じて児童に必要な資質・能力を身に付けるさせるために，児童の実態に即した

単元計画を設定することが重要であると考えた。単元計画は，学習指導要領に設定された目

標や指導事項を踏まえた上で，国語科教科用図書(光村出版)の単元末に掲載されている「見

通しをもとう」を活用する。「見通しをもとう」には，児童の視点で次の４つの観点で書か

研究仮説 

説明的な文章を見通しをもって学習することで，知識・技能の確実な定着につなが

る。さらに，書いたり話したりする学び合いの言語活動を加えることで，児童の思考

力・判断力・表現力が向上し，児童が主体的に表現する態度を養うことができる。 



「めあて」文末例 

「〜を見つけよう。」／「〜を確かめよう。」 

「〜について考えよう。」 

「〜文章を書こう。」 

「〜伝え合おう。」／「〜を話し合おう。」 

「〜を調べよう。」 

れている。 

「とらえよう」では，文章の構造と内容を把

握し,児童が文章を読むための基礎的な知識・

技能の習得をめざす。 

「ふかめよう」では,「とらえよう」で学習

したことを基に，文章を読み深めていくため

の思考力・判断力・表現力の習得をめざす。 

本校では,「ふかめよう」の場面を,研究授業

の本時とし,指導者の指導言や児童の発言か

ら児童の表現力の高まりについて検証を進める。 

  

 

 

②めあてに正対したまとめ・ふりかえり 

 鈴鹿市教育委員会が授業づくりのスタンダードと示している「授業力ＵＰ５」を大切にし

た授業づくりをしていく。 

その中でも「めあてに正対したまとめ」を意識して授業づくりを行っていく。本校では，

授業づくりにおける指導の共通事項を以下のように設定した。 

「めあて」は，授業の展開前に提示され，児童が活動の見通しをもったり主体性を高めた

りするために必要であると考える。児童の感想や疑問から出発した，児童が「考えたい」「理

解したい」と感じるような「めあて」を設定していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 児童の実態に応じた指導計画の作成 

・ 「見通しをもとう」を活用した単元構成 

・ 「たしかめよう」の取組徹底 

・ 「ふかめよう」を研究授業の本時に設定 

○「めあて」視点 

・ 本時で身につけたい資質・能力と一致しているか。 

・ 児童が主体的に学習に取り組めるものか。 

・「まとめ」や「ふりかえり」と正対しているか。 

・ 本時の単元の見通しがもてるものになっているか。 

めあて…教師が身につけさせたいこと(ねらい)を,子どもの立場で示したもの。 

課題…児童が身につけるべき資質・能力に向けた解決するべき問題。 

まとめ…課題に対する答え・結論 

ふりかえり…子ども自身が，学びの成果や学んだこと，意欲・問題意識等を文章又は,

発言にて言語化したもの。 

 



○「ふりかえり」の視点 

・理解の状況   

・自身の取組の姿勢  

・学びの過程や変容  

・満足感や達成感  

・新たな疑問   

 

 

 

 

 

 

「ふりかえり」は，本時における児童の学習感想を含んだ児童自身の自己評価となるもの

である。児童が設定された「めあて」に対して，活動の過程や方法・理解度や考えの変容を

自身が俯瞰してとらえられえるように指導を進めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③全文シートの効果的な活用 

 全文シートは，教材文を１枚で文章全てを見通すことができるシートである。このシート

を活用することによって「初め(序論)」「中(本論)」「終わり(結論)」のような文章構成を

視覚的にとらえることができると考える。児童が，文と文の関係，段落と段落の関係をとら

えられるように読解の手立てとして取り扱っていく。 

 活用方法については，単元目標や指導事項に応じて語句や文章にサイドラインを引いたり

段落を囲んだりする等，書き込みを行う。１枚のシートを継続して使っていくことで，児童

が学習内容を想起し，前時までの学習と関連して考えられるようにしていく。全文シートを

教室に掲示するなど学習の振り返りとして活用していく。 

 児童の実態や単元の特性に応じて，全文シートでなく教科用図書への書き込みや意味段落

シートを活用する等，柔軟な活用を進めていく。 

 

④対話的な学びを生み出す環境づくり 

 ペア学習・グループ学習を意図的に設定することで対話的な学びを生み出すことができる

と考える。それらを設定する際は，以下に示す具体的な意図をもって取り組ませる。 

「〜がわかった。〜がわからなかった。」 

「〜することをがんばった。」 

「〜ができるようになった。〜ができなかった。」 

「〜が楽しかった。」「〜がうれしかった。」 

「〜の場合はどうなるのだろう。」 

・ 「めあて」と「ふりかえり」を意識した授業づくり 

・ 児童の思考の流れを意識した授業づくり 

・ 「ふりかえり」で自身の学びを表現させる授業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３） 基礎・基本の定着に向けての取組 

①家庭学習の習慣化 

児童の基礎基本の学力を身に付けるために，家庭学習が重要であるととらえ，家庭学習の

推進を行っている。年度当初に「家庭学習のてびき(椿小学校)」とその要点をまとめた「家

庭学習ＵＰ５」配布し，家庭での学習環境を整えられるよう保護者，児童に啓発を行ってい

る。令和５年度には，「家庭学習の進め方」も配布し，児童の家庭学習が習慣化を図ってい

る。 

〇 家庭学習の手引き    〇 家庭学習ＵＰ５      〇 家庭学習の進め方 

 

ペア・グループワークのねらい 

・ 自分の考えを確かにして深める(自信) 

・ 他の考えに気づき，思考を広げる(助言) 

・ みんなで考えを練り上げる(練り上げ) 

・ 考えの相違点や共通点を聞き合い，思考を深める(比較) 

・ 考えを出し合い協働して解決する(協働) 

・ 新たな考えを作り上げる(新たな発想) 

・ 実態に応じた意図的なペア・グループワークの設定 

・ 小集団対話的な活動の充実 

・ ICTの効果的な活用と思考ツールの活用 

①学習
がくしゅう

に集 中
しゅうちゅう

できる環境
かんきょう

づくり 

②宿題
しゅくだい

への正
ただ

しく,ていねいなとりくみ 

③宿題
しゅくだい

プラス１の学習
がくしゅう

【復習
ふくしゅう

・予習
よしゅう

・作文
さくぶん

・自主
じ し ゅ

学習
がくしゅう

など】 

④好
す

きなことをつきつめること 

⑤家読
うちどく

をする習慣
しゅうかん

づくり 

家庭学習の手引き 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴鹿市立椿小学校 

令和５年度  
 

 

 

 

 

 

要保管 

                                鈴鹿市立椿小学校 

 

 

 

 

 
 

①始
はじ

める前
まえ

に 

 

 

 

 

 

学習する時は 

 

 

 

 

 

１・２年生 

☆毎日
まいにち

続
つづ

けよう 

・学習
がくしゅう

のおさらい 

（音読
おんどく

・ひらがな 

 カタカナ・計算
けいさん

問題
もんだい

など） 

〇好
す

きな本
ほん

を読
よ

もう 

５・６年生 

☆目標
もくひょう

をもち集 中
しゅうちゅう

しよう 

・学習
がくしゅう

の復習
ふくしゅう

・予習
よしゅう

 

（音読
おんどく

・暗唱
あんしょう

・漢字
か ん じ

練習
れんしゅう

・

計算
けいさん

練習
れんしゅう

・調
しら

べ学
がく

習
しゅう

・意味
い み

調べ
し ら べ

・文章
ぶんしょう

問題
もんだい

・英語
え い ご

など） 

〇新
しん

聞
ぶん

を読
よ

もう 

〇読
どく

書
しょ

をしよう 

  ３・４年生 

☆自
じ

分
ぶん

から進
すす

んでしよう 

・学習
がくしゅう

の復習
ふくしゅう

・予習
よしゅう

 

（音読
おんどく

・視
し

写
しゃ

・漢字
か ん じ

練習
れんしゅう

・

計算
けいさん

練習
れんしゅう

・ローマ字
じ

など） 

〇進
すす

んで読
どく

書
しょ

をしよう 

★テレビやスマホ・ゲームの電源
でんげん

を切
き

ろう 

★机
つくえ

の上
うえ

や周
まわ

りをの整理
せ い り

整頓
せいとん

をしよう 

★学校
がっこう

からのプリントはお家
うち

の人
ひと

へ渡
わた

そう 

②最初
さいしょ

に宿題
しゅくだい

をしよう 
 

★いつも決
き

まった時間
じ か ん

にするとよいでしょう 

★決
き

められた場所
ば し ょ

で集 中
しゅうちゅう

して学習
がくしゅう

しよう 

★よい姿勢
し せ い

、正
ただ

しい鉛筆
えんぴつ

の持
も

ち方
かた

を心
こころ

がけよう 

・自
じ

主
しゅ

学
がく

習
しゅう

ノートの活
かつ

用
よう

 

・クロームブックの活用
かつよう

 

 

（ドリルパーク・オクリンクなど） 

④明日
あ し た

の学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をしよう 
 



本校では，学習内容の定着を図るために，音読・漢字・計算の３つ

を宿題として課している。加えて，週に１回以上，作文や自主学習ノ

ートを児童に取り組む機会をもたせている。特に自主学習ノートは，

「自主学習ノートの手引き」を全学年で配布し，１年生のころから

取り組みを進めている。 

 また，ICT機器を活用した家庭学習も徐々に増えてきている。ドリ

ルパークを活用した問題演習や新出漢字の学習やドキュメントを用

いた感想文など，個別最適な学びを家庭でも進められるように取り

組みを進めている。 

 

 

〇自主学習ノート手引き(低学年) 

 

②中学校区で統一した学習・生活改善に向けた取組 

 鈴峰中学校区で学期に１度，「家庭学習強化週間」を設定している。令和５年度は，鈴鹿

市の重点項目である学習時間・読書時間・スクリーンタイムの３つの改善に向けて，１・２

学期は「家庭学習・読書強化週間」，３学期は「親子読書＆メディアコントロール強化週間」

として取り組んだ。学習時間は，(１日 10分～15分×学年)を目安に各児童が目標時間を決

めて，保護者と一緒に学習や生活の仕方を意識する機関になっている。学校と家庭が連携し

て取り組むことができている。 

 

③椿タイム 

 椿タイムは，学力向上をめざし，３年生～６年生の児童

を対象に，ひとつ前の学年で学んだ内容を復習することに

で，学力を定着させる取組である。月曜日の６校時に年間

５回実施している。算数のドリルを自らのペースで解いて

いき，学習ボランティアに１ページずつ採点をしてもらう

ようにしている。算数に苦手意識のある児童には，教員が

個別指導を行い，学習内容をしっかりと定着できるように

している。 

 

④読む書くワークシート・よむ YOMUワークシート 

令和４年度から，児童の読む力・書く力を高めることを目的に，鈴鹿市教育委員会が提示

する読む書くワークシート・よむ YOMU ワークシートに取り組んでいる。低・中・高の学年

部で曜日を統一し，朝学習の一つと割り当て確実に行えるようにしている。児童の学習の見

取りを丁寧に行い，児童の実態把握，学力向上につなげているところである。 

 

（４）学校おける読書活動の推進 

・ 読書タイム 

 全校で，朝の 10 分間(8：25～８:35)を「読書タイム」と設定し，図書室で借りた本を読

む時間としている。読書タイムを通して，児童が読書をする習慣をつけることを目的として

いる。児童はチャイムまでに着席し，自ら本を静かに読むことができている。教師も児童と

一緒に読書をすることで，落ち着いて学校生活を始めるよう指導をしている 

 

自主学習ノートの進め方（低） 

自主学習ノートはじめます！ 

☆「自主学習ノートって何？」 

 自主学習ノートとは、自分で勉強をする内容を決めて、家庭で学習するための自主学習

ノートのこと。得意教科をより理解する勉強でも、苦手教科を克服する勉強でもどちらで

もよい。秋田県の学校の取り組みから生まれました。書籍も多く出ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

＜自学ノートのねらい＞ 

●子どもたちが自分で計画して、実行 

→家での学習を習慣化し、自ら学習の計画を立てる。 

 

●子どもたちが自ら課題を見つけ、解決 

→学業のつまずきをいち早く発見し、解消する。 

 

●子どもたちが自ら進んで興味のあることにトライ 

→学ぶことの面白さを子どもたち自身が見い出す。 

１年生で，なにができる？ 

国語 

ひらがな練習・カタカナ練習 

漢字の書取り・ことばあつめ 

教科書の視写・作文 

算数 

たし算・ひき算の計算 

算数の問題作り（文章題） 

教科書の問題の解きなおし 

生活 

生き物・植物の観察 

料理のレシピ     等 

取り組み例 

「家庭学習のレシピ」からの引用 

https://homework-recipe.com/ 

youtube に，自主学習用のアイデアの

動画もあります。 

【冬の言葉を集めよう】 

で検索しましょう。 

★大切なこと★ 
・ていねいな字で書くこと。  【量より質】 

・復習や予習をすること。   【苦手→得意】 

・イラストや線を使うこと。 【見やすくいノート 】 



・お話宅配便 

 ボランティアを活用した図書の読み聞かせを行う。令和５

年度は年間 14回実施し，全学年で取り組んだ。児童が本に興

味をもったり自分から本を「読んでみよう。」と手に取った

りすることを目的に活動を進めている。ボランティア間でも

読み聞かせをした学級の様子や選書等について交流を進め，

お話宅配便が児童にとってより良い活動になるように考えて

いる。 

 

・学校図書館を活用した学習の充実 

学校図書巡回指導員による学校図書館の整備を進めていく。学校図書館の配置変更や蔵書

を整備して，児童が使いやすい図書館になるよう環境整備を進める。また，国語科の授業に

合わせて，学級でブックトークを行ったり関連図書を置いたりして，並行読書を進めていく。 

県の学校図書館活用推進事業を受け，学校図書館の充実を図る。学期に１回程度それぞれ

の学年で，三重県学校図書館アドバイザーの川口先生に図書館を活用して授業を行っていた

だく。令和５年度には，以下のような授業を行った。令和６年度も継続して，児童の効果的

な読書活動を推進していく。 

 

〇 学校図書館活用推進事業 

  

（５） 児童が語彙や表現力を身に付ける取組 

相手に適切に伝える意識づけ 

  児童が学習中に，相手意識をもって話したり，聞いたりできるように，「話し名人」「聴

き名人」を掲示する。合わせて，「声のものさし」を提示し，相手に適切に伝えられるよう

に指導を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・辞書引き学習 

１年生から辞書を購入し，辞書を引く経験をさせている。低学年では，語彙を増やすため

時期 学年 内容 

６月 ４年生 百科事典の使ってみよう 

 ５・６年生 ミニ切り抜き新聞を作ろう 

10月 ２・３年生 味見読書をしよう 

 ５・６年生 学習年鑑を使ってみよう 

11月 １年 昔話を楽しんで読もう 

 ４・６年 物語を楽しんで読もう 

１月 ２・３年生 本のポップをつくろう 

 ４年生 学習年鑑を使ってみよう 

 ５年生 椋鳩十の作品を読もう 



に，物語文・説明的な文章の初めに，新出語句を辞書で調べる学習時間を設けている。高学

年は，重要な語句について調べることとし，クロムブックも効果的に使い語彙が増えるよう

にしている。 

 

・音読 

児童に音読をさせることで，語彙力や読解力を身に付けさせていく。声に出して読むには，

漢字の読み方や単語の意味，文の流れや文章の切れ目を考えながら読む必要であるからであ

る。加えて，自然と，文章構造や論展開を考えるようになるからである。また，音読をする

ということは，文章を目で追い，声に出し，自分の耳で聞くという能動的な活動であること

からも，授業や家庭で積極的に音読を取り入れていく 

 

（６）行事や活動を通して身に着ける表現力 

・たて割り班活動 

 学校行事・学校生活において，たて割り班活動を積極的に取り入れている。 

「わくわくタイム」は，全校児童を縦割りにして行う班活動で，月に１回，業間休みに異年

齢でのふれあい遊びを行っている。６年生が中心となって遊びを担当教員に提案することや

下級生に遊びのルールを分かりやすく説明すること

で，相手に応じた話し方や答え方を身に付け，表現

力を高めている。下級生は上級生との関わりから話

し方や答え方を学び，言葉で友だちとつながる経験

を積んでいる。また本校では，清掃活動において「縦

割り掃除」を実施している。１・６年，２・５年，３・

４年がペア学年となり，毎日校内清掃に取り組んで

いる。上級生が下級生に掃除の仕方を分かりやすく

教えたり分担を提案したりするようにし，互いに関

係を深めながら表現力を高めている。 

〇自己紹介をする児童（わくわくタイム） 

 

・英語劇・寸劇(椿ワールド・６年生を送る会) 

 「椿ワールド」は，11月に行われる全学年による英語劇の発表会である。低学年はＥＥタ

イム(Enjoy English time)，中学年は外国語活動，高学年は英語の授業で学習したフレーズ

を中心に各学年 10分程度の劇を構成する。 

３月の６年生を送る会でも同様に，多くの学年が寸劇に取り組んでいる。６年生との思い

出や国語科の作品を基にした劇を考え，発表をしている。 

他学年の児童や教職員，保護者や地域の方等の参観者に向けて，言葉と身振り手振りで表

現する姿が見られている。各学年の児童の成長や活動の充実を実感できる場になっている。 

 

    

 

 

 

 

 

〇 1年生 Flower road(はなのみち)        〇2年生 お手紙 



・感謝の手紙 

 本校では，総合的な学習や特別活動として，地域交流や外部講師を招聘した出前授業を

積極的に行っている。その都度，感想文や手紙を書く活動を取り入れている。国語科や書

写の感想文やお礼状の単元と関連付けながら，児童一人ひとりが学びを言語化できるよう

指導をしている。どの児童も自分なりの感謝の表現を用いて書く姿が見られており，表現

力を高める取組の一つになっている。 

 

４． 主な研究日程（R６） 

 

月日 内容 指導主事要請など 

4月３日（水） 校内研修共通理解  

4月中 研修計画書の確認，示範授業研修共

通理解（指導案様式等の確認） 

 

4月１８日（火） 

 

4月２５日（木） 

4月２６日（金） 

全国学力学習状況調査  ６年 

質問紙２３日，経年調査（  ）日 

みえ・スタディチェック    ４年 

みえ・スタディチェック    ５年 

 

5月中 

5月末 

5月２９日（水） 

校区連携研修長会議 

学調みえ・スタ分析（自校採点） 

授業公開 1 4年生（示範） 

 

 

指導主事 

6月２６日（水） 授業公開 2 5年生 指導主事 

7月初～ 

7月中 

7月３０日（火） 

指導案作り 

授業公開 3 めだか学級 

夏の校内研修 

指導主事 

指導主事 

指導主事 

8月初 

8月末 

校区連携指導案検討 1 

校区連携指導案検討２ 

 

9月～10月 校区連携先行授業実施  



10月初 

10月１８日（金） 

研究発表会打ち合わせ 

研究発表会 

指導主事 

指導主事４名 
 

人権公開授業 指導主事 

1月中 

１月末 

みえ・スタディチェック    ５年 

みえ・スタディチェック  採点 

 

2月初～ 研究の成果と課題まとめ  

3月中～ 来年度に向けて年間計画の見直し  

 

５． 授業公開（R６） 

・担任は，全員が授業を公開する。 

・事後検討会は，教室棟２階を使用する。低・中・高・特別支援の４つに分散。それぞれの

分科会に指導主事の派遣を要請する。 

  理科室 家庭科室 図工室 図書室 

・研究概要は動画配信し，掲示物は Google ドキュメントに貼り付けてリンクで見られるよ

うにする。➜時間短縮と作業の効率化を図る。（働き方改革） 

・ 

 

 


